
「空腕」を歩く。

狂言には良く地名が登場します。
中でも 「空腕」 は、 主人の言いつけで淀へ鯉を買いに行く道中、 東寺→鳥羽縄手→淀・鳥羽の間と移動して行く物語。

その位置関係をイメージいただけるとよりお楽しみ頂けるかな？と思いまして、 現代の地図に重ねるとどんな感じになるの

か、 当日の解説の補助にでもなればと思い案内図を作成いたしました。

ただし、 少々無理もありますし、 推測 ・ ・ ・ というより歴史に思いを馳せる妄想に近い部分も多々御座いますので、 あく

まで参考程度にお考え下さい。

皆様の想像の手助けになれば幸いです。

七ツ下がって （午後四時ごろを過ぎて）

主人の家を出た太郎冠者。

この東寺辺りで日没を迎えます。

現在の地名としては 「鳥羽」

ではありませんが此の辺りに

名前に鳥羽が付く施設が点在

しているようです。

ちなみに 「鳥羽 ・伏見の戦い」

跡地もこのエリアにあります

また、 鳥羽縄手の縄手という

のは、 地名ではなく一本道や

あぜ道を意味する 「縄手道」

の事なのではないでしょうか？

伏見は、 北に伏見稲荷、

南に伏見桃山城と、 広大な

エリアを占めており、 今でも

「伏見区」 を形成しています。

伏見稲荷の千本鳥居はいつ

か伺いたいと思っております。

狂言と関係なくてすみません。

京都の南に位置し、 桂川

・宇治川 ・木津川が合流

し淀川になる手前が 「淀」

です。 縮尺の関係で表示

されていませんが淀城跡地

も公園として残っています。

その昔 「淀の鯉」 と言えば

川魚の王様。 超一級品

だったそうですよ。

後記

この 「空腕」 というお話に季節についての言及は有りません。 ただ、 鯉の旬が冬なので少なくとも秋以降と仮定するならば

日没は午後六時ごろ。 ちなみに、 東寺から淀城跡までを地図検索すると徒歩で片道２時間半弱！なんと往復５時間です。

果たしてそんな時間に魚屋が空いているのか？という懸念も含めまして、 なかなか大変な御用を仰せつかりましたね。


